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耕雲庵立田英山老師は、数息観の大切

さについて次のように話しておられます。

「摂心から摂心の間を正 念の工夫を
せっしん しょうねん

絶やさぬために、毎日一 炷 香を坐ると
いっちゅうこう

いうことを実行してもらいたい。…（公

案を工夫）するのもよいことですが、何

よりもまず数息観をお勧めしたい。数息

観は最初にして最後のもので、容易に徹

しがたいものである。」（『合掌』第74号）

「ここに本部の第26回摂心会も、まあ
せっしんえ

円了しました。が、まだまだ私の理想と

する摂心には程遠いのです。要は、全身

これ工夫三 昧の本気の摂心会が厳 修さ
ざんまい せっしんえ ごんしゅう

れねばならぬのです。いわゆる公案なぞ

はなくともよいのです。長続きさせるた

めの余録であり、釣り糸に垂らした餌で
えさ

しかないのです。肝心 要 の所は、命がけ
かなめ

で数息観に励むことなのです。一生懸命

数息観をやればそれでよいのです。恥ず
・ ・ ・ ・ ・

かしい話じゃが、わしもまだ本当に数息

観ができません。いやしくも禅者である

ならば、少なくとも一日一 炷 香数息観
いっちゅうこう

をしてもらいたい。これがわしの頼みじゃ。」

記録者の稲瀬光常居士（現金峰庵老

師）は、現代社会随一の努力人である

老師のお言葉を涙なしには聞くことが

できなかったと書いております。（『合

掌』第96号）

「坐禅は、数息観がすべてだ。」（『人間

禅五十年史』「澄徹庵老師の思い出」）
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